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令和元年第３回定例会は、８月28日（水）に招集され、
９月25日（水）までの29日間の会期で開かれました。
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桐生市議会は、いちばん身近な頼れる議会を目指して議会機能の充実強化に努めます。

キノピー

カリカリ！もっちり！
手作りパン教室（桜木西公民館）
カリカリ！もっちり！
手作りパン教室（桜木西公民館）
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◆次回定例会の開催予定は…

　市議会だよりは、紙面の都合で発言
の一部（要旨）を掲載しています。
詳しくは、図書館で会議録を
ご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホーム
ページからでもご覧いただけます。

11月29日（金）です。　

お 知 ら せ



　平成３１年４月の統一地方選により選ばれました、第２５期 桐生市議会議員２２名は、令和
元年５月２日から新たな気持ちでスタートを切りました。
　桐生市議会は、市民の皆様から信託を受け、議会及び議員としての職責を全うするため、
市民と向き合う議会として、日々、議会改革に取り組んでおります。
　これまでも、全議員による「議会報告会・意見交換会」や「まちづくり討論会」を通じて、市民の皆様から貴重なご意見、ご
要望を頂戴し、また、日頃から議員個々の活動により、地域住民からのさまざまな声に耳を傾けてまいりました。
　これらの取組や活動を通じて得られた市民の声が市政に反映できるよう、議会としては、政策条例の提案や政策提言等を積極的
に行うとともに、昨年度は、桐生市議会として初めて当初予算編成前に予算要望書を市長に提出いたしました。
　今年度においても、当初予算要望書を市長に対して提出することを議員総意で決定し、各常任委員会において市民の声や各種団
体のご意見、ご要望等を踏まえ、今、桐生市にとって何が必要か、何を進めるべきかなどについて、慎重に協議を重ね、常任委員
会単位で３項目ずつ、計９項目の予算要望項目の絞り込みを行いました。
　当初予算編成にあたっては、財政状況が大変厳しいことは理解しておりますが、この要望は、今後の桐生市の持続的発展や活性
化等につながるものでありますので、是非とも御検討の上、令和２年度当初予算に反映していただきますよう、強く要望いたします。

　ＳＤＧｓや公民連携の推進など、時代の変化に対応した政策の立案や、質の高い市民サービスを提供できる職員の育成を目指
し、知識の習得や先進地視察の機会拡大を図ること、及び桐生市職員不祥事再発防止調査特別委員会からの提言書をふまえ
た市職員としての基本的な職員研修の更なる充実を強く要望いたします。

特
　
集

一
般
質
問

定
例
会
概
要

市
議
会
の
活
動
ほ
か

当初予算要望書を提出

◎職員研修の拡充について

　“ものづくり”技術が集積し、本市と良好な関係にある他市区町村や先進的な取り組みを行っている他市区町村との連携を図り、
産業振興について、その一助となるよう調査・研究することを強く要望いたします。

◎他市区町村と産業振興での連携を図ること

　桐生市の将来を担う子どもの健全育成と高齢者の生活を守るうえで、保育士及び介護士の存在は
必要不可欠である。桐生市独自の処遇改善を図るとともに、保育士については資質向上、また介護
士については外国人を含む人材確保対策を講じることを強く要望いたします。

◎保育士及び介護士の処遇改善・資質向上・人材確保に関すること

　誰もが夢を持ち挑戦していく心を養うことは健常者のみならず障がい者にとっても重要であり、
スポーツはそのフィールドのひとつである。共生社会の実現に向け、誰もが等しくスポーツができる
環境を整備し、障がい者スポーツの認知度向上と普及活動を促進することを強く要望いたします。

◎共生社会の実現に向けた障がい者スポーツの促進に関すること

　学校現場における防災教育の充実により、児童・生徒から、家族、更には地域の防災意識の高揚、
防災力の向上へと繋げられるような、桐生市独自モデルの防災教育の事業化を強く要望いたします。

◎防災教育の充実に関すること

　平成 11 年に設置された桐生市工場アパートは、本市の地域経済の発展に期するためにも、よ
り柔軟に入居が出来るような要件緩和等を図るなど、桐生市工場アパートの有効活用について調
査・研究することを強く要望いたします。

◎桐生市工場アパートの有効活用を図ること

　桐生地域唯一の道の駅「やまびこ」の施設の充実を図るために、老若男女が家族連れで楽し
めるような工夫を凝らした道の駅の施設設計や運営方法等について、調査・研究することを強く
要望いたします。

◎道の駅「やまびこ」の施設の充実を図ること

　市民生活における日常の移動手段の確保が喫緊の課題となっていることから、各鉄道やおりひめバ
スを基軸とした公共交通の相互連携強化に取り組むこと、及びデマンドタクシーなどにより既存の公共
交通を補完する交通手段の充実を図ることについて、調査・研究の取り組みを強く要望いたします。

◎公共交通等に関すること

　各公共施設へのネーミングライツの導入や、市内産品を活用したふるさと納税の充実等による
市独自の財源確保策について、調査・研究の取り組みを強く要望いたします。

◎財源の確保策について

桐生市議会は９月11日、桐生市長に当初予算要望書を提出しました。要望書の内容は下記のとおりです。

Ⅰ 総務委員会

ⅡⅡ 経済建設委員会

ⅢⅢ 教育民生委員会

おりひめバス

道の駅くろほね「やまびこ」

障害者運動会の様子

　本件については、９月 11 日（水）議長記者会見をしました。



子
育
て
・
教
育
部

門
の
強
み

（クラブ２１）
福　島　賢　一

　

体
育
館
が
完
成
す

る
こ
と
で
、
利
用
者

も
増
え
、
ま
た
、
県
立
西
高

校
、
南
高
校
の
統
合
を
控
え
、

公
園
内
を
通
学
路
と
し
て
利

用
す
る
生
徒
も
増
加
す
る
が
、

安
全
確
保
の
た
め
、
歩
道
新

設
並
び
に
降
雨
出
水
時
の
園

内
及
び
周
辺
の
雨
水
対
策
に

つ
い
て
は
。

　

令
和
３
年
４
月
に
、

統
廃
合
に
よ
り
新
高

校
は
桐
生
清
桜
高
校
へ
移

行
し
、
場
所
は
現
在
の
西

高
校
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。
新
高

校
で
は
２
ク
ラ
ス
増
え
る

こ
と
に
な
り
、
運
動
公
園

内
を
通
過
し
新
高
校
ま
で

通
学
す
る
生
徒
も
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
地
元
説
明
会
に

お
い
て
も
、
運
動
公
園
内

の
道
路
は
一
部
通
学
路
に

な
っ
て
お
り
、
道
路
が
狭

い
と
い
う
こ
と
で
歩
道
設

置
の
要
望
が
あ
る
。
歩
行

者
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら

も
、
運
動
公
園
内
の
歩
道
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
体
育
館

工
事
費
全
体
の
中
で
整
備
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

運
動
公
園
敷
地
内
の
雨
水

対
策
に
つ
い
て
、
雨
が
降
っ

た
際
に
現
地
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
道
路
脇
の
歩
道
部
分
に

水
溜
ま
り
が
で
き
て
い
る
状

況
を
確
認
し
た
。
道
路
の
排

水
機
能
の
不
足
に
よ
る
も
の

が
原
因
で
あ
り
、
そ
の
対
処

に
つ
い
て
関
係
各
課
と
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

球
場
前
駅
の
前
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
現
地
調
査
を
実

施
し
、
今
年
度
中
に
断
面
や

排
水
ル
ー
ト
等
の
検
討
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
動
公
園
内
、周
辺

の
歩
道
新
設
と
雨
水

対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

　

子
育
て
世
代
に

と
っ
て
、
暮
ら
す
ま

ち
を
選
ぶ
ひ
と
つ
の
基
準
と

な
る
「
子
ど
も
に
対
す
る
支

援
」
。

　

桐
生
で
子
ど
も
を
産
み
育

て
た
い
と
思
え
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
今
あ
る
仕
組
み

を
ベ
ー
ス
と
し
て
「
子
育

て
・
教
育
」
に
関
す
る
事
業

の
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

ま
ず
は
多
く
の
市
民
に
そ
の

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
他
市
と

比
較
し
て
、
強
み
や
優
れ
た

点
を
ど
こ
だ
と
考
え
て
い
る

か
。
　

子
育
て
支
援
策
で

は
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置

及
び
一
体
的
運
用
を
中
核
と

し
た
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
な
い
支
援
の
充
実
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
は
、
学
校
敷
地
内
の
余
裕

教
室
を
活
用
し
ク
ラ
ブ
室
を

確
保
し
、
利
用
希
望
者
を
全

て
受
入
れ
て
お
り
、
待
機
児

童
は
発
生
し
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
就
学
前
の
幼
稚
園
、

保
育
園
な
ど
か
ら
小
学
生
ま

で
（
０
歳
か
ら
12
歳
ま
で
）

の
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
で
あ
り
、

首
都
圏
な
ど
か
ら
の
転
入

者
か
ら
も
好
評
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
部
門
で
は
、

歴
史
や
文
化
、
自
然
豊
か

な
桐
生
の
街
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
群
馬
大
学
理
工

学
部
が
あ
り
、
群
馬
大
学

と
の
連
携
に
よ
り
、
サ
イ

エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
事
業
や

未
来
創
生
塾
な
ど
、
桐
生

な
ら
で
は
の
教
育
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
点
も
、
他
市

に
は
な
い
当
市
の
強
み
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

質
問

　９月 24 日（火）・25 日（水）の２日間にわたり、18 人の議員が一般質問を行い、
市政に関する問題について、市当局の見解を求めました。

※氏名の下のカッコ内は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

サイエンスドクター事業

桐生市民体育館完成予想図

市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要

特
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概
要
と
周
知
に
つ

い
て
。

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放

送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、

空
い
た
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
の

周
波
数
へ
、
携
帯
電
話
の
周

波
数
の
移
行
を
実
施
し
て
お

り
、
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
に

付
属
す
る
ブ
ー
ス
タ
ー
が

古
い
場
合
、
テ
レ
ビ
の
映

像
が
乱
れ
る
な
ど
と
い
っ

た
影
響
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
平
成
30
年

７
月
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、

区
長
連
絡
協
議
会
へ
の
説

明
と
チ
ラ
シ
の
配
布
を

行
っ
た
。
ま
た
、
一
般
法

人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推

進
協
会
が
、
対
象
と
な
る

地
域
な
ど
へ
、
１
回
に
つ

き
約
５
万
枚
の
チ
ラ
シ
を

配
布
し
た
。

　

対
象
と
な
る
地
域

及
び
受
信
障
害
が
生

じ
た
場
合
の
対
応
等
は
。

　

発
生
の
恐
れ
が
あ

る
主
な
地
域
は
、
錦

質
問

町
１
・
２
丁
目
、
仲
町
１
・

２
丁
目
、
末
広
町
、
宮
前
町

２
丁
目
、
永
楽
町
、
広
沢
町

１
丁
目
か
ら
６
丁
目
、
梅
田

町
１
丁
目
、
相
生
町
１
・
５

丁
目
、
新
里
町
新
川
・
山

上
・
武
井
な
ど
が
該
当
し
て

い
る
。
受
信
障
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

利
用
推
進
協
会
の
対
策
員
が

訪
問
し
、
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ

の
工
事
を
順
次
、
実
施
す
る
。

ま
た
、
対
策
に
係
る
工
事
費

用
は
、
協
会
が
全
て
負
担
し
、

費
用
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
は

一
切
な
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ

　

い
て

◆
電
池
の
捨
て
方
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
受
信
障
害

対
策

質
問

答
弁

答
弁

　

当
市
が
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る

上
で
の
基
本
的
な
考
え
と
そ

の
主
な
取
り
組
み
内
容
は
。

　

市
民
が
生
涯
に
わ

た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も
ス

ポ
ー
ツ
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
障
が
い
を
持
つ
人
を
含

む
全
市
民
に

ス
ポ
ー
ツ
の

機
会
を
提
供

す
る
た
め
市

民
体
育
館
、

陸
上
競
技
場

の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い

る
。
な
お
東

京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
当
市
を

通
過
す
る
と
の
発
表
が
あ
り
、

そ
の
成
功
に
向
け
て
現
在
、

関
係
機
関
と
の
連
携
も
密
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
一
過
性
の
も
の

で
な
く
、
継
続
性
、
永
続
性

が
大
事
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
あ
り
方
は
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
共
生
社
会
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
当
市
に
は

ボ
ッ
チ
ャ
で
全
国
好
成
績
を

収
め
た
児
童
や
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
に
向
け
て
励
む

強
化
育
成
選
手
が
お
り
、
そ

れ
ら
の
姿
に
触
発
さ
れ
た
市

民
レ
ベ
ル
の
参
加
者
も
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
群
馬
県
内

に
は
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
の
健
康
増
進
、
自
立
と

社
会
参
加
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
、
水
泳
等
で

活
動
し
て
い
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
群
馬
も

あ
り
、
そ
う
し
た
活
動
に
関

し
各
種
競
技
団
体
に
も
協
力

を
い
た
だ
き
継
続
的
な
推
進

を
今
後
も
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。 答

弁

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

共
生
社
会
の
実
現

質
問

質
問

答
弁

　

事
業
承
継
等
を
す

る
た
め
の
相
談
窓
口

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

桐
生
商
工
会
議
所

の
経
営
相
談
員
や
桐

生
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

オ
フ
ィ
ス
の
企
業
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
桐
生
信
用

金
庫
が
設
置
す
る
「
Ｋ
ｉ
ｒ

ｉ
ｃ
ｏ
ｓ
桐
生
」
に
て
相
談

を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
県
内
市

町
村
等
で
組
織
す
る
「
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構

築
し
、
専
門
家
派
遣
等
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
群
馬
県

産
業
支
援
機
構
内
に
は
、
群

馬
県
事
業
引
継
支
援
セ
ン

タ
ー
や
、
よ
ろ
ず
相
談
窓
口

等
を
設
置
し
て
い
る
。

　

中
小
企
業
の
海
外

進
出
へ
の
支
援
は
。

　

今
年
度
よ
り
展
示

会
等
出
展
補
助
金
を

拡
充
し
、
海
外
展
示
会
に
出

展
す
る
際
の
補
助
上
限
額
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

ジ
ェ
ト
ロ
が
全
世
界
の
展
示

会
で
設
置
す
る
ジ
ャ
パ
ン
パ

ビ
リ
オ
ン
へ
の
参
加
に
つ
い

て
も
補
助
対
象
と
し
た
。
ま

た
、
ジ
ェ
ト
ロ
と
の
連
携

事
業
と
し
て
「
テ
キ
ス
タ

イ
ル
輸
出
商
談
会
」
を
継

続
し
て
実
施
し
、
欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
担
当
者

に
直
接
Ｐ
Ｒ
で
き
る
機
会

を
創
出
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・

シ
ョ
ー
に
桐
生
市
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
市
内
企
業
と

出
展
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
販
路
開
拓
支
援
と
桐
生

市
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信

を
図
っ
て
い
る
。

答
弁
質
問

事
業
承
継
等
の
相

談
窓
口

中
小
企
業
の
海
外

進
出

質
問

答
弁

東京インターナショナル・ギフト・ショー

ボッチャをしている様子

テレビアンテナ

（公明クラブ）
丹　羽　孝　志

特
　
集

一
般
質
問

定
例
会
概
要

市
議
会
の
活
動
ほ
か

（創志会）
石　渡　宏　明

（そうぞう未来）
辻　　　正　男



　

桐
生
市
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
に
あ

る
建
設
後
50
年
を
超
え
た
高

齢
化
橋
梁
の
中
で
架
け
替
え

が
必
要
と
な
る
橋
は
あ
る
か
。

　

計
画
の
対
象
と
し

た
、
橋
長
が
15
m
以

上
の
橋
梁
は
、
68
橋
あ
り
、

供
用
開
始
後
50
年
を
経
過
す

る
橋
梁
、
９
橋
の
う
ち
４
橋

に
つ
い
て
は
、
定
期
点
検
結

果
に
基
づ
き
損
傷
部
位
の
修

繕
工
事
を
完
了
し
て
い
る
。

残
り
の
５
橋
に
つ
い
て
も
定

期
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
損

傷
部
位
を
把
握
し
、
必
要
に

応
じ
て
修
繕
を
行
う
。
な
お
、

現
在
は
老
朽
化
等
に
よ
る
損

傷
が
著
し
く
架
け
替
え
の
必

要
性
が
あ
る
橋
梁
は
な
い
。

　

庁
舎
地
下
に
あ
る

非
常
用
発
電
機
の
試

運
転
や
点
検
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

試
運
転
に
つ
い
て

は
、
毎
月
25
日
前
後

の
開
庁
日
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
点
検
に
つ
い
て
は
、

保
守
点
検
委
託
業
者
が
、
庁

舎
へ
の
電
気
の
供
給
を
止
め

て
、
非
常
用
発
電
機
を
作
動

さ
せ
電
気
を
全
庁
へ
供
給
で

き
る
か
の
確
認
を
す
る
総
合

点
検
を
毎
年
９
月
の
閉

庁
日
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
庁
へ
非
常
用

発
電
機
の
電
気
の
供
給

は
し
な
い
が
、
非
常
用

発
電
機
が
正
常
に
作
動

す
る
か
を
確
認
す
る
た

め
の
簡
易
点
検
を
毎
年

３
月
の
閉
庁
日
に
実
施

し
て
お
り
、
万
一
に
備

え
定
期
的
に
非
常
用
発

電
機
の
保
守
及
び
作
動

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁

質
問

橋
梁
の
整
備

非
常
用
発
電
機

保
育
士
の
確
保
と

処
遇
改
善

水
道
山
公
園
の
整
備

質
問

答
弁

　

子
育
て
の
悩
み
を

含
め
た
総
合
相
談
窓

口
開
設
の
動
き
に
つ
い
て
近

隣
他
市
の
状
況
は
。

　

館
林
市
で
は
今
秋

か
ら
子
ど
も
総
合
相

談
窓
口
ル
ー
ム
を
設
置
し
相

談
対
応
す
る
動
き
が
あ
る
。

ま
た
、
高
崎
市
や
渋
川
市
で

は
す
で
に
子
育
て
を
中
心
と

し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
る
。

　

児
童
・
生
徒
の
悩

み
相
談
や
子
育
て
で

悩
む
保
護
者
な
ど
が
相
談

で
き
る
窓
口
を
一
本
化
と

す
る
当
市
独
自
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
シ
ス
テ
ム
の

構
築
の
考
え
は
。

　

子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
が
相

談
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
保

健
福
祉
会
館
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

質
問

連
携
強
化
を
深
め
る
と
と
も

に
、
現
在
あ
る
教
育
委
員
会

内
の
相
談
窓
口
や
支
援
体
制

の
再
整
備
に
つ
い
て
早
急
に

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え

方
に
つ
い
て
。

　

「
課
題
の
発
見
・

解
決
に
向
け
た
主
体

的
・
協
働
的
な
学
び
」
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要

領
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
と
い
う
言
葉

で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
授

業
改
善
を
進
め
て
い
る
。

答
弁

質
問

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

シ
ス
テ
ム
の
構
築

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ

質
問

答
弁

答
弁

　

保
育
士
の
賃
金
に

地
域
格
差
が
あ
る
。

ま
た
、
全
国
ど
こ
で
も
生
活

す
る
に
は
、
23
万
円
〜
25
万

円
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
保

障
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
国
の
処
遇
改

善
加
算
だ
け
で
は
不
十
分
で

は
な
い
の
か
。
自
治
体
に

よ
っ
て
は
、
独
自
に
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
市

が
独
自
に
加
算
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

市
単
独
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
近
隣
自

治
体
と
保
育
士
の
奪
い
合
い

に
な
る
懸
念
が
あ
り
、
国
が

十
分
な
対
策
を
取
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　

植
栽
さ
れ
て
い
る

ツ
ツ
ジ
群
に
草
木
が

繁
茂
し
て
い
る
が
、
公
園
内

の
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
　

水
道
山
公
園
の
ツ

ツ
ジ
の
剪
定
に
つ
い

て
は
、
年
２
回
行
っ
て
お
り
、

６
〜
８
月
の
間
に
弱
剪
定
を
、

10
月
〜
12
月
の
間
に
強
剪
定

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

下
草
刈
り
は
、
年
１
回
、
８

月
〜
９
月
の
間
に
実
施

し
、
指
定
管
理
者
が
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

指
摘
の
箇
所
は
、
今

年
度
ま
だ
下
草
刈
り
作

業
を
実
施
し
て
い
な
い

た
め
、
下
草
な
ど
が
例

年
よ
り
茂
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
今
後
は
、

下
草
刈
り
の
作
業
を
早

急
に
実
施
し
、
利
用
者

の
皆
様
が
公
園
を
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要

特
　
集

（創志会）
工　藤　英　人

（日本共産党議員団）
渡　辺　　　恒

（そうぞう未来）
田　島　忠　一

桐生市役所

水道山公園

修繕工事を完了している広見橋



　

桐
生
市
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

に
統
一
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
が
、
中

沢
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
す
桐
生
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
「
１

３
０
０
年
の
シ
ル
ク
タ
ウ
ン

桐
生
」
を
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
入
れ
た

ら
ど
う
か
。

　

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
単
に
市

の
特
徴
や
多
く
の
人
が
持
っ

て
い
る
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
に

と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
こ
の
よ

う
な
ま
ち
を
目
指
す
と
い

う
将
来
に
向
け
た
思
い
を

込
め
る
と
と
も
に
、
よ
り

多
く
の
共
感
を
得
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
作
る
場
合
に
は
、
中
沢

氏
の
提
言
も
含
め
、
広
く

市
民
の
声
を
聞
き
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
通
じ
て
賛
同
者

を
増
や
す
こ
と
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
人
達
が
抱
く

桐
生
の
印
象
を
よ
り
良
い

答
弁

も
の
に
し
て
い
け
る
も
の
を

作
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　

重
伝
建
地
区
で

月
一
度
歩
行
者
天

国
を
実
施
す
る
た
め
に
解
決

す
べ
き
課
題
は
何
か
。
実
現

に
向
け
て
前
進
で
き
な
い
か
。

　

交
通
規
制
を
管

轄
す
る
警
察
署
等

の
関
係
機
関
と
の
調
整
や
沿

線
住
民
の
理
解
が
大
前
提
と

な
る
。
ま
た
、
行
政
が
主
導

的
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

の
で
は
な
く
、
公
民
連
携
推

進
の
観
点
か
ら
市
民
団
体
等

に
行
政
が
支
援
す
る
考
え
の

も
と
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

創
出
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
。 答

弁
質
問

桐
生
市
シ
テ
ィ
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

重
伝
建
地
区
の
歩

行
者
天
国

質
問

　

政
策
検
討
会
議
の

成
果
及
び
必
要
性
は
。

　

代
表
的
な
も
の
を

挙
げ
る
と
、
キ
ノ

ピ
ー
ラ
ン
ド
の
開
設
、
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
創
設
、
市

民
体
育
館
等
建
設
、
き
り
ゅ

う
暮
ら
し
応
援
事
業
の
内
容

見
直
し
な
ど
が
、
こ
の
会
議

で
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
討

さ
れ
、
建
設
的
な
意
見
交
換

に
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
形
で
事
業
実
施
に

至
っ
た
こ
と
は
一
定
の
成
果

で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
に

よ
っ
て
幹
部
が
部
局
横
断
的

に
検
討
を
行
い
、
施
策
の
方

向
性
に
つ
い
て
共
通
認
識
を

持
つ
こ
と
は
類
似
事
業
の
重

複
を
防
ぎ
、
部
局
間
連
携
や

効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
を

推
進
す
る
上
で
大
変
有
意
義

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

政
策
検
討
会
議
の

成
果
効
果
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
市
長
公
約
検
討

チ
ー
ム
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

９
月
末
を
目
途
に

検
討
結
果
を
ま
と
め
、

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し

た
政
策
検
討
会
議
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
、（
仮
称
）
市

長
公
約
推
進
会
議
を
開
催
し
、

検
討
結
果
を
さ
ら
に
大
局
的

な
見
地
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
た
後
に
、
行
政
案
と
し

て
ま
と
め
、
市
民
に
公
表
し

た
い
。
そ
の
後
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
動
向
や
実
現
性
等
を
勘

案
し
、
優
先
的
に
取
り
組
む

べ
き
案
件
に
つ
い
て
は
令
和

２
年
度
当
初
予
算
編
成
に
合

わ
せ
て
具
現
化
を
検
討
し
た

い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
就
労
支
援

◆
移
住
支
援

◆
断
ら
な
い
相
談

質
問

答
弁

政
策
検
討
会
議

質
問

答
弁

（創志会）
園　田　基　博

　

こ
こ
数
年
、
医
師

不
足
の
た
め
、
市
民

を
は
じ
め
多
く
の
患
者
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

医
師
が
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
「
入
院
中
の
患
者
や
家

族
が
病
状
を
聞
く
時
に
、
医

師
が
時
間
外
労
働
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
勤
務
時
間
内
に

病
院
に
行
く
こ
と
」
、
「
夜

間
や
休
日
に
受
診
す
る
か

迷
っ
た
場
合
、
♯
８
０

０
０
（
こ
ど
も
医
療
で

ん
わ
相
談
）
に
電
話
す

る
か
、
で
き
る
だ
け
日

中
に
受
診
す
る
こ
と
」
、

「
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
」
、
「
医
師
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
」
で
あ
る
。
特

に
、
か
か
り
つ
け
医
を

持
つ
こ
と
は
、
大
切
で

あ
り
、
か
か
り
つ
け
医

を
選
ぶ
目
安
と
し
て
は
、

①
何
で
も
相
談
で
き
る

の
で
近
く
に
あ
る
こ
と
。
②

性
別
・
年
齢
・
疾
患
を
問
わ

な
い
総
合
医
で
あ
る
こ
と
。

③
専
門
外
で
も
そ
の
分
野
の

専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ
、

顔
が
広
い
こ
と
。
④
自
分
よ

り
も
詳
し
い
専
門
医
を
紹
介

し
て
く
れ
る
患
者
離
れ
が
い

い
こ
と
。
⑤
威
張
ら
ず
、
人

が
好
き
な
人
間
く
さ
い
医
者

で
あ
る
こ
と
。
⑥
信
頼
で
き
、

自
分
と
馬
が
合
う
こ
と
。
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
当
局

の
見
解
は
。

　

指
摘
の
と
お
り
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

色
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
識
し
て
も
ら
え
る
と
医
師

の
負
担
軽
減
や
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

答
弁

桐
生
厚
生
総
合
病
院

質
問

桐生厚生総合病院

市内の重伝建地区

（無会派）
飯　島　英　規

特
　
集

一
般
質
問

定
例
会
概
要

市
議
会
の
活
動
ほ
か

（クラブ２１）
河原井　　　始

キノピーランド



　

持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

と
は
、
全
て
の
国
連
加
盟
国

が
目
指
す
、 「
未
来
の
姿
」
。

そ
の
達
成
に
向
け
て
、
多
く

の
市
民
が
自
分
ご
と
と
し
て

実
践
し
て
い
け
る
よ
う
、
市

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
情
報
発
信
や
啓
発
を
さ

ら
に
強
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
。
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
要
素

を
反
映
し
た
次
期
総

合
計
画
に
基
づ
く
着
実
な
推

進
を
図
り
、
当
市
の
持
続
可 （公明クラブ）

山之内　　　肇

能
な
発
展
を
目
指
す
た
め
、

当
市
の
実
情
に
即
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
、
職
員
が
理
解
を
さ
ら
に

深
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

上
で
、
情
報
収
集
を
行
い
な

が
ら
、
国
や
関
係
機
関
に
お

け
る
取
り
組
み
状
況
も
勘
案

し
、
市
独
自
の
周
知
・
啓
発

活
動
な
ど
を
さ
ら
に
行
う
必

要
が
あ
る
か
検
討
し
て
参
り

た
い
。　

当
市
の
事
業
所

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

に
取
り
組
む
こ
と
を
後
押
し

す
る
施
策
の
推
進
を
強
く
願

う
が
。　

企
業
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

は
、
市
内
企
業
の
成
長
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

の
創
出
や
企
業
価
値
の
向
上

な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
推
進
で
き
る
よ

う
情
報
発
信
に
努
め
、
環
境

整
備
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た

・
教
育
分
野
に
お
け
る
取
り

　

組
み
、
E
S
D
の
推
進

・
桐
生
市
を
「
ゴ
ミ
の
な
い

　

日
本
一
美
し
い
ま
ち
」
に

　

す
る
取
り
組
み
な
ど

質
問

答
弁

持
続
可
能
な
開
発

目
標

質
問

答
弁

　

歯
の
健
康
が
体
の

健
康
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
る
。
黒
保
根
小

学
校
で
は
合
併
前
か
ら
の
取

り
組
み
と
し
て
、
ま
た
桐
生

南
小
学
校
で

は
平
成
30
年

度
は
歯
科
医

師
会
が
県
の

補
助
金
で
歯

科
衛
生
士
を

１
人
雇
っ
て

実
施
し
、
今

年
度
は
学
校

歯
科
医
の
指

導
の
下
で

フ
ッ
化
物
洗

口
を
実
施
し

て
い
る
よ
う

だ
が
、
今
後
、
市
内
小
中
学

校
で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い

て
当
局
の
見
解
は
。

　

小
中
学
校
に
お
い

て
現
在
で
き
る
こ
と

は
、
フ
ッ
化
物
の
応
用
に
つ

い
て
の
方
法
や
そ
の
効
果
等

に
つ
い
て
、
各
学
校
の
保
健

だ
よ
り
等
に
掲
載
す
る
こ
と

答
弁

（創志会）
人　見　武　男

で
、
各
家
庭
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

保
護
者
へ
の
啓
発
を
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
、

学
校
を
会
場
と
し
て
フ
ッ
化

物
洗
口
を
集
団
で
実
施
す
る

た
め
に
は
、
先
生
方
が
か
か

わ
ら
ず
に
実
施
で
き
る
条
件

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
学
校
規
模
や
地

域
の
実
情
も
異
な
っ
て
お
り
、

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
安

全
に
実
施
す
る
た
め
の
人
的

配
置
や
、

授
業
時
間

外
で
の
実

施
な
ど
、

先
生
方
の

負
担
が
な

く
、
な
お

か
つ
持
続

可
能
な
条

件
が
整
え

ば
、
学
校

で
の
集
団

実
施
も
可

能
で
あ
る

と
考
え
る
。
学
校
で
実
施
す

る
た
め
の
、
持
続
可
能
な
条

件
を
整
え
る
た
め
に
は
、
歯

科
医
師
会
、
各
学
校
の
学
校

歯
科
医
の
先
生
方
や
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
の
理
解
と
協
力

が
必
要
に
な
る
の
で
、
今
後

も
関
係
各
所
と
協
議
・
研
究

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

フ
ッ
化
物
洗
口

質
問

　

本
住
宅
は
約
２
年

か
け
て
整
備
さ
れ
た

が
、
い
ま
だ
に
５
戸
が
空
い

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
一

刻
も
早
く
こ
れ
を
解
消
し
、

児
童
生
徒
数
を
増
や
す
こ
と

が
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
と

思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
は
。
　

親
子
が
多
く
集
う

イ
ベ
ン
ト
会
場
や
桐

生
八
木
節
ま
つ
り
の
ジ
ャ
ン

ボ
パ
レ
ー
ド
や
く
ろ
ほ
ね
夏

ま
つ
り
会
場
で
の
Ｐ
Ｒ
や
、

帰
省
客
が
多
く
見
込
ま
れ
る

お
盆
に
内
覧
会
を
開
催
す
る

な
ど
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま

た
、
子
育
て
世
代
が
少
し
で

も
入
居
し
や
す
い
よ
う
に
入

居
条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
、

関
係
部
署
、
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
今
後
検
討
し
た

い
。
少
し
で
も
多
く
の
人
の

入
居
に
結
び
付
く
よ
う
努
力

し
た
い
。

　

今
年
度
中
に
サ
ル

檻
を
設
置
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
進
捗
状
況
等
は
。

　

桐
生
市
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
に

お
い
て
、
国
の
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
を
活
用

し
て
移
動
式
サ
ル
檻
を
購
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
県

を
通
し
て
国
に
要
望
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
国
の
交
付
決
定
後

に
設
置
場
所
等
の
検
討

を
行
い
、
年
度
内
に
設

置
完
了
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
る
。
サ
ル
檻
は

組
み
立
て
式
で
簡
単
に

設
置
が
可
能
な
檻
で
横

幅
４
ｍ
、
奥
行
６
ｍ
の

24
㎡
の
大
き
さ
で
、
高

さ
が
２
・
６
ｍ
の
捕
獲

檻
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

水
沼
定
住
促
進
住
宅

サ
ル
檻

質
問

答
弁

水沼定住促進住宅

SDGsロゴ

市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要

特
　
集

フッ化物洗口の様子

（そうぞう未来）
新　井　達　夫



（創志会）
佐　藤　光　好

　

施
設
の
沿
革
に
つ

い
て
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は

キ
ャ
ン
プ
活
動
等
の

野
外
活
動
を
通
じ
て
、
青
少

年
の
心
身
の
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
５

年
に
開
設
さ
れ
、
平
成
18
年

に
県
か
ら
移
管
さ
れ
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
の

状
況
と
改
修
工
事
内

容
に
つ
い
て
。

　

市
に
移
管
さ
れ
た

平
成
18
年
以
降
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
箇
所
に

つ
い
て
順
次
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
る
。
主
な
工
事

は
プ
レ
イ
ホ
ー
ル
天
井
改

修
、
宿
泊
室
畳
替
え
、
厨

房
内
消
火
栓
箱
改
修
、
宿

泊
棟
の
照
明
修
繕
等
を

行
っ
た
。
来
年
度
以
降
も

冷
暖
房
機
交
換
や
浴
槽
の

改
修
工
事
等
を
予
定
し
て

い
る
。　

当
セ
ン
タ
ー
の

主
催
事
業
と
施
設

の
利
用
促
進
に
つ
い
て
。

質
問

質
問

　

主
催
事
業
は
、
市

に
移
管
さ
れ
る
前
か

ら
キ
ャ
ン
プ
、
水
生
昆
虫
観

察
、
化
石
採
取
、
天
体
観
察

な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
新
た
に
梅
田
湖

で
の
「
カ
ヌ
ー
体
験
」
を
取

り
入
れ
た
と
こ
ろ
、
県
外
か

ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
施
設
の
利
用
促
進
と

し
て
、
好
評
の
カ
ヌ
ー
体
験

を
キ
ャ
ン
プ
教
室
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
入
れ
た
り
、
子

育
連
や
各
地
区
子
ど
も
会
が

主
催
す
る
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
会
等
に
お
い
て
Ｋ
Ｌ

Ｃ
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
各
種
事
業
を
充
実
さ
せ
、

利
用
者
の
拡
大
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答
弁

青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー

質
問

答
弁

答
弁

　

６
月
に
新
里
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施

設
が
休
止
し
て
か
ら
、
多
く

の
市
民
か
ら
「
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
」
、
「
い

つ
再
開
す
る
の
か
」
と
い
っ

た
声
を
多
数
い
た
だ
い
て
い

る
。
入
浴
施
設
の
再
開
を
望

む
市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
る
中
で
、
施
設
の
存
続

に
向
け
た
工
事
の
早
期
実
施

を
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
当
局
の
見
解
は
。

　

入
浴
施
設
は
、
現

在
復
旧
の
見
通

し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
る
。
入
浴

施
設
を
再
開
す
る
た
め

に
は
、
配
管
の
布
設
替

え
な
ど
、
大
規
模
な
工

事
が
必
要
と
な
り
、
多

額
の
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
は
、
経
緯
や
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
方
針
に
沿
っ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の

申
請
方
法
等
は
。

　

県
内
に
居
住
し
て

い
て
、
障
害
等
に
よ

り
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
提
示
す

る
こ
と
で
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
す
る
人
で
あ
り
、
障
害

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
く

て
も
交
付
対
象
と
な
る
。
市

内
の
配
布
場
所
は
市
役
所
福

祉
課
、
健
康
づ
く
り
課
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
桐
生
保

健
福
祉
事
務
所
で
あ
る
。
交

付
に
は
申
出
が
必
要
と
な
り
、

窓
口
で
お
渡
し
す
る
申
出
事

由
等
確
認
票
を
記
入
し
て
提

出
し
て
い
た
だ
く
。

質
問

答
弁

新
里
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

質
問

答
弁

新里福祉センター

野外活動センター

（日本共産党議員団）
関　口　直　久

　

循
環
型
経
済
の
確

立
に
向
け
、
当
市
で

生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
産
地

消
と
い
う
形
で
、
地
域
で
活

用
さ
れ
る
た
め
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ

た
製
品
、
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
地
域
内
で
活
用

が
進
む
仕
組
み
と
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を

当
市
と
商
工
会
議
所
、
桐
生

信
用
金
庫
等
が
共
催
で
開
催

し
、
市
内
外
企
業
へ
の
販
路

開
拓
を
支
援
し
て
い
る
。
ま

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
桐

生
市
製
造
業
ガ
イ
ド
」
を
掲

載
し
、
企
業
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
市
内
外
に
自
社
の

優
れ
た
技
術
や
製
品
を
Ｐ
Ｒ

し
取
引
先
開
拓
に
つ
な
げ
、

さ
ら
に
桐
生
の
逸
品
発
信
事

業
や
桐
生
の
一
押
し
商
品
認

定
事
業
を
通
じ
市
内
の
優
れ

た
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

市
内
で
循
環
が
行
わ
れ
、
お

金
が
回
り
、
小
さ
い
け
ど
き

ら
り
と
光
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
街
桐
生
と
い
う

も
の
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

佃
橋
付
近
の
河

川
整
備
計
画
の
早

期
策
定
と
着
手
の
予
定
は
。

　

桐
生
土
木
事
務

所
か
ら
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
は
早
期
の

整
備
は
難
し
い
と
伺
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

県
と
し
て
も
整
備
の
必
要

性
は
認
識
し
て
お
り
、
現

在
大
型
土
の
う
で
対
応
し

て
い
る
箇
所
は
今
年
度
の

非
出
水
期
に
災
害
復
旧
工

事
と
し
て
整
備
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。

答
弁

質
問

中
小
企
業
発
展
さ

せ
る
ま
ち
づ
く
り

川
内
・
小
倉
川
の

整
備

質
問

答
弁

ビジネスマッチングフェア

特
　
集

一
般
質
問

定
例
会
概
要

市
議
会
の
活
動
ほ
か

（そうぞう未来）
久保田　裕　一



　

小
規
模
農
村
整
備

事
業
の
中
で
鳥
獣
被

害
か
ら
農
地
を
守
る
た
め
の

電
気
柵
な
ど
設
置
補
助
事
業

の
申
請
件
数
及
び
被
害
状
況

は
。
　

本
事
業
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
が

２
件
、
平
成
29
年
度
が
２
件
、

平
成
30
年
度
が
１
件
で
あ
る
。

ま
た
、
被
害
は
、
年
々
拡
大

し
て
お
り
、
新
里
町
で
は
、

北
部
の
山
間
部
か
ら
徐
々
に

南
下
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
　

補
助
事
業
の
採

択
要
件
に
受
益
戸

数
が
２
戸
以
上
と
あ
る
が
、

そ
の
経
緯
と
柵
設
置
後
の

補
修
は
。
　

本
事
業
は
、
県

の
補
助
事
業
で
あ

り
、
地
区
設
定
の
要
件
と

し
て
個
々
の
農
地
を
囲
う

こ
と
は
、
被
害
が
隣
の
農

地
へ
拡
散
し
、
す
り
替
え

を
招
く
こ
と
と
な
る
こ
と

質
問

か
ら
、
実
施
区
域
を
ま
と

ま
っ
た
一
団
の
農
地
と
し
、

公
共
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ

る
最
小
単
位
と
し
て
、
２
戸

以
上
の
農
業
者
が
組
織
す
る

団
体
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
設

置
後
の
補
修
は
、
電
気
柵
で

７
年
間
、
金
網
柵
で
15
年
間
、

実
施
主
体
と
な
る
団
体
で
維

持
管
理
し
て
い
た
だ
く
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

堤
防
弱
体
化
の
対
策

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。　

国
土
交
通
省
渡
良

瀬
川
河
川
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
堤
防
の

強
度
低
下
を
招
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
重
点
的
に
補
修
し
、

補
強
シ
ー
ト
で
保
護
す
る
工

事
を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。

答
弁

質
問

鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

電気柵

（無会派）
歌　代　公　司

市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要

特
　
集

　平成30年度桐生市歳入歳出決算及び桐生市水道事業会計決算に
ついては、それぞれ賛成多数で認定しました。
　同決算の認定にあたっては、市長による平成30年度決算総括、
監査委員による審査報告の後、決算特別委員会（委員19人で構成）
を設置し、３日間にわたり慎重に審査を行いました。
　なお、本会議における討論の概要は下記のとおりです。

　平成 30 年度桐生市歳入歳出決算については「桐生市・まち・ひと・しごと
創生総合戦略」に基づく、人口減少対策に効果を発揮する為、桐生市ならでは
の地方創生に向けた様々な施策が予算化された。

　当局においては予算執行にあたり様々な創意工夫の基、適切な歳出抑制に努められ実質収支額が 25 億 3822 万
5478 円の黒字となり、前年度に比べて６億 3502 万 3176 円の増額となり、効率的な事業運営に努められたことを
高く評価する。
　また、健全化判断比率においては実質公債比率、将来負担比率とも年々改善されており、特に将来負担比率に
ついては起債残高の減少や土地開発公社の負債額等負担見込額がなくなり改善が進んだが、今後は公共施設の建
設による財政負担が見込まれており、より一層の健全的な財政運営に取り組んでいくべきと思う。
　複合木材市場整備支援においては森林環境の整備や木材生産活動の活性化を図る為、高質材から低質材まで取
り扱う複合木材市場の整備に対しての支援を実施するということで、運営に十分注視して頂き今後の展開を楽し
みにしている。
　広域的な視点かつ、将来を見据えた地域の特徴に応じ街づくりにおいては、若い世代からの生活習慣病予防へ
の取り組みを促進するための若年層を対象とした検診事業、自治会の防災活動を支援するための自主防災事業助
成金は今後においても欠かせない事業と考える。
　多様化する市民ニーズに応えていくため、当局一丸となり職員一人ひとり経営感覚と責任を持ち、これまで以
上に事業の選択と集中を高め、限られた財源の中で効率的かつ効果的な事業運営に努めることを要望する。

Agree

決算を認定
平成30年度

賛成討論

　地方交付税は毎年減少を続けている。平成 30 年度では 97 億 9,800 万円余り
となり、前年比２億 9,900 万円の減少である。地方独自の施策が実施できる予
算が削減・縮小されることは、地方自治の本旨に反するものであり、国に対し

地方交付税の引上げを強く要望する努力を引き続き求める。
　また、桐生市行政改革方針では 10 年間で 71 億円の財源不足が生じると財政推計シミュレーションで示してい
る。この計画を進めれば進めるほど人口減少と市民負担増大につながるもので、この計画は改めるべきである。
　子育ての問題では、学校給食費の無料化の実施、保育料の負担軽減、保育士の確保と処遇改善を進め、子育て
中の父母を応援する施策に踏み出すべきである。
　また、住みやすさの問題では、市内どこに住んでも住みやすいまちを作ることが重要と考える。今年の４月１
日現在の高齢化率は 35.23％で、桐生市は県内 12 市で１位である。だからこそ、高齢者の移動の自由を確保する
ことが大切であり、おりひめバスの一層の充実やデマンドタクシー、さらにタクシー券の配布など早期に進める
必要がある。

Opposition反対討論
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豚コレラ等発生防止に係る要望書

工　

藤　

英　

人

石　

渡　

宏　

明

市　
　
　
　
　

長　
　
　
　
　

提　
　
　
　
　

出

議
員
提
出

議　員　氏　名
結　　果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　　定

原案可決

認　　定

同　　意
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議案番号・議案

飯　

島　

英　

規

歌　

代　

公　

司

渡　

辺　
　
　

恒

関　

口　

直　

久

園　

田　

基　

博

人　

見　

武　

男

近　

藤　

芽　

衣

久
保
田　

裕　

一

辻　
　
　

正　

男

田　

島　

忠　

一

丹　

羽　

孝　

志

山
之
内　
　
　

肇

佐　

藤　

幸　

雄

佐　

藤　

光　

好

北　

川　

久　

人

議　

長　

の　

た　

め　

採　

決　

に　

加　

わ　

ら　

ず

新　

井　

達　

夫

岡　

部　

純　

朗

河
原
井　
　
　

始

福　

島　

賢　

一

周　

藤　

雅　

彦
職員の分限に関する条例の一部を改正
する条例案
一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例案
桐生市職員退職手当支給条例の一部を
改正する条例案
桐生市消防団条例の一部を改正する条
例案
桐生市市税条例等の一部を改正する条
例案
桐生市市営住宅条例の一部を改正する
条例案
桐生市下水道条例の一部を改正する条
例案
桐生市水道事業給水条例の一部を改正
する条例案
桐生消防署東分署建設建築主体工事請
負契約の締結について
桐生市印鑑条例の一部を改正する条例
案
令和元年度桐生市一般会計補正予算
（第2号）
令和元年度桐生市介護保険事業特別会
計補正予算（第2号）
平成30年度桐生市歳入歳出決算の認
定について
平成30年度桐生市水道事業会計未処
分利益剰余金の処分について
平成30年度桐生市水道事業会計決算
の認定について
副市長の選任につき同意を求めること
について
令和元年度桐生市一般会計補正予算
（第3号）
教育委員会委員の任命につき同意を求
めることについて
地方財政の充実・強化を求める意見書
案

令和元年 第３回 定例会 議 案 と 結 果 ○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席

豚コレラワクチンについて、群馬県における
早期接種の実施
豚コレラワクチン接種費用の補助
豚コレラは人間には感染しないことの周知徹
底と風評被害の防止

群馬県境の消毒ポイントにおける畜産関係車
両の消毒の徹底

アフリカ豚コレラへの水際対策として、検疫
強化の徹底

市議会は、次の要望書を群馬県知事に送付しました。

　豚コレラ対策については、 迅速な各種補助事業の実施をご英断いただき、 深く感謝申し上げます。

　さて、 昨年９月に岐阜県で豚コレラが発生して以降、 現在１０府県で感染が確認されており、 ９月１３日には関東での

初感染が、 １０月３日には群馬県においても野生イノシシから豚コレラの抗体陽性が確認されるなど、 感染区域は拡大の

一途を辿っており、 未だ終息の気配すら見られません。 中国及びその周辺国で蔓延しているアフリカ豚コレラも、 ９月

には韓国で初感染が認められるなど、 桐生市養豚農家からは不安の声が上がっています。

　ひとたび桐生市に特定家畜伝染病が入ってしまうと、 全養豚農家が搬出制限区域内に入ってしまい、 清浄確認される

までの間は経済活動がストップしてしまうなど、 壊滅的な打撃を受けてしまいます。 予防対策を万全にするためにも、

国が下記の措置を講ずることを強く要望致します。

　以上、 畜産県知事としての発信をお願いいたします。

記
1 4

52

3
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も
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委
員
会
委
員

この定例会では、請願１件の審査を行い、その結果、
閉会中の継続審査となりました。

◎継続審査となった請願
付託委員会

総務委員会

受理番号 件　　　　　　名

第１号

「『核兵器禁止条約の署名・
批准を求める』意見書」を
政府にあげる事の採択を
求める請願

この定例会では、次の意見書を可決し、内閣総理大臣ほかに送付しました。

意
見
書

　地方自治体は、 子育て支援策の充実と保育人材の確保、 高齢化が進行する中での医療 ・介護などの社会保

障への対応、地域交通の維持など、果たす役割が拡大する中で、人口減少対策を含む地方版総合戦略の実行や、

大規模災害を想定した防災 ・減災事業の実施など、 新たな政策課題に直面しています。

　一方、 地方公務員をはじめとした公的サービスを担う人材が限られる中で、 新たなニーズへの対応と細やかな

公的サービスの提供が困難となっており、 人材確保を進めるとともに、 これに見合う地方財政の確立を目指す必

要があります。

　しかし、 一般財源総額の増額分も、 保育の無償化などの国の政策に対応する財源を確保した結果であり、 社会保障費

関連をはじめとする地方の財政需要に対応するためには、 さらなる地方財政の充実 ・強化が求められています。

　このため、 2020 年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、 歳入 ・歳出を的確に見積もり、 人的サービスとしての社会

保障予算の充実と地方財政の確立を目指すことが必要です。 このため、 政府に以下の事項の実現を求めます。

記

地方財政の充実・強化を求める意見書

【提出先】〇内閣総理大臣　　〇総務大臣　　〇財務大臣　　〇文部科学大臣　　〇厚生労働大臣 　あて

請願の審査結果

　社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減
少対策など、増大する地方自治体の財政需要を的確に把握
し、これに見合う地方一般財源総額の確保を図ること。

　子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括
ケアシステムの構築、生活困窮者自立支援、介護保険制度
や国民健康保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニー
ズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保及
び地方財政措置を的確に行うこと。とりわけ、保育の無償
化に伴う地方負担分の財源確保を確実に図ること。

　地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、
地域によって人口規模・事業規模の差異、各自治体における
検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して経費を
算定するものであり、廃止・縮小を含めた検討を行うこと。

　「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている
1兆円について、引き続き同規模の財源確保を図ること。

　2020年度から始まる会計年度任用職員の処遇改善のた
めの財源確保を図ること。

1

2

3

4

5

　森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協
議を進め、林業需要の高い自治体への譲与額を増大させ
るよう見直しを進めること。

　地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小さい所
得税・消費税を対象に国税から地方税への税源移譲を行
うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。

　地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化を図
り、市町村合併の算定特例の終了を踏まえた新たな財政
需要の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化な
どの対策を講じること。

　依然として4兆円規模の財源不足があることから、地方
交付税の法定率を引き上げ、臨時財政対策債に頼らない
地方財政を確立すること。

　自治体の基金残高を、地方財政計画や地方交付税に反
映させないこと。

6

7

8

9

10

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。
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検索

市議会は９月11日（水）に全員協議会を開催し、
下記の件について当局から説明を受けました。

議員による寄附や年賀状などは
法律で禁止されています。

◎ 年賀状などのあいさつ状を出すこと。

 　（答礼のための自筆によるものは除きます）

◎ 寄附をすること。

◎ 本人が出席しない慶弔に祝儀や香典を出すこと。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
第
３
回
定
例
会
は
平
成

30
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
審
議
す
る
決
算
議
会
で
あ
り

ま
し
た
。
正
副
議
長
と
監
査
委
員
を
除
く
議
員
19
名
が
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
各
議
員
が
持
ち
時
間
の
中
で
、
様
々

な
質
問
を
し
、
認
定
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
に
対
し
当
初
予
算
要
望
を
提
出
す
る
こ
と

を
議
員
総
意
で
決
定
を
し
、
今
後
の
桐
生
市
の
持
続
的
発

展
や
活
性
化
等
に
つ
な
が
る
よ
う
市
議
会
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
反
映
結
果

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
予
算
案
の
審
議
の
中
で
、
し
っ
か

り
と
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

議
員
改
選
後
、
早
５
か
月
が

経
過
し
、
常
任
委
員
会
及
び
特

別
委
員
会
の
委
員
も
決
ま
り
、

本
格
的
に
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
で
は
、
各
一
般
議
案

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
30
年
度
決
算
議
案
も
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
お
い
て
市
民
の
皆
様
が
最
も
注
目

さ
れ
た
副
市
長
の
人
事
案
件
も
、
多
く
の
質
疑
答
弁
を
繰

り
返
し
た
後
、
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
、
執
行
部
人
事
も

す
べ
て
決
定
し
、
新
体
制
で
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
当
局
と
議
会
が
力
を
合
わ
せ
安
全
で
安
心
な

市
民
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
、
尚
一
層
努
力
を
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

第28回議会報告会・意見交換会第28回議会報告会・意見交換会

岡部 純朗 副議長 北川 久人 議長

　公職選挙法により、議員は次のことを禁止されています。

市民の皆さんのご理解をお願いします。

　申し込みなどはございませんので、 直接会場へお越しください。

令和元年11月15日（金）
黒保根支所２階　山村開発センター：研修集会室

議会 インターンシップ実習実習で

大学生：

正副議長との

意見交換

高校生：

正副議長

との意見交換

高校生：

行政視察の

受入準備

午後6時～午後7時10分（予定）日時

場所

桐生市第六次総合計画行政案の意見提出

手続（パブリックコメント）の実施について

全員協議会

　桐生市議会では、市議会や議員の仕事や役割を知っていただこうと中学・
高校・大学生の就業体験やインターンシップ実習生を受け入れています。
　今回は、高校生２名、大学生２名に議会事務局の仕事を体験していただきました。


